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Ticket
前売　3,900円（※PassMarketでご購入いただくと100円OFF）　
U-22　2,200円（22歳以下・要証明書）
当日券はともに＋500円
チケット発売日　2022年12月17日（土）　12時より予約／発売開始

チケットお取り扱い
● カルテットオンライン
    https://www.quartet-online.net/ticket/adena_iaru 

● PassMarket
    https://passmarket.yahoo.co.jp/event/show/detail/
    025e17t68dp21.html
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お問い合わせ　ほろびて　
hrbtooie@gmai l .com　https:/ /horobi te.com/

2009年立ち上げ2010年より始動させた、細川洋平による演劇カンパニー。休止期間を経て、
2015年より活動を本格化。演劇的な手法を模索・更新・拡張しながら、共存や孤立を複層的に描く。
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［感染症対策］  
本公演ではこまばアゴラ劇場の定めたガイドラインに従い新型コロナウイルス感染症対策を行ってまいります。ご来場
の皆様におかれましては検温・手指の消毒・不織布マスクの着用のご協力をお願いいたします。社会的な状況に
応じて日々変化していくため、最新の情報はほろびてHPもしくはTwitterアカウントなどでご確認ください。

〒153-0041 目黒区駒場1-11-13　　当日のお問い合わせ＝03-3467-2743
京王井の頭線「駒場東大前」駅 東口より徒歩3分
会場には駐車場・駐輪場がございませんので、お越しの際には公共交通機関をご利用ください。

こまばアゴラ劇場

駒場東大前
京王井の頭線←渋谷 下北沢→

郵便局 東口 西口

セブンイレブン

市沢不動産韓国
料理店

こまばアゴラ劇場

C a s t

Time Table

Map

受付開始・開場は開演の30分前。

チケット（全席自由）
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照明：シバタユキエ／音楽：nujonoto ／音響補佐：若林なつみ／演出助手：渡邊綾人
舞台監督：西廣奏／宣伝美術：酒井博子（coton design）／宣伝イラスト：奥田亜紀子
制作協力：大橋さつき／制作：鈴木ちなを、ほろびて
協力：ダックスープ、ワン・ツゥ・スリー、ギフト、融合事務所、アトランティス、モダンスイマーズ
助成：公益財団法人東京都歴史文化財団 アーツカウンシル東京／主催・企画製作：ほろびて

＊日時指定・全席自由　＊未就学児童はご入場頂けません。
＊開場時は当日受付順、【劇場支援会員→一般予約】の順番でご入場いただきます。
＊開場後は券種に関わらず、来場順での入場になります。
   

何層にも塗り重ねられた時間があるのに、我々は常にその上澄みしか触れられません。そのため、その表面の感触だけ
で見誤ってしまうことがあるのかも知れない。自分は物語を否定したいと思ってきましたが、描きたいことを描くためにも
物語の形をとることが最善ではないかと思うようにもなりました。言葉が既存の状態で応答していく、その常態でしか
まだ考えられないなら、そうした上でもっと違った意味を織り込んで。純粋に震えるような時間と空間をそこに現したいの
ですが、それは言葉の先にあるものです。僕以外の力によるものです。僕はまず、表面にだけ触れているその手に力を込め、
より深い場所を知っていこうと思います。この作品のタイトルが引き剥がされているように、我々はそれを行う必要がある
のです。そして全てが自分たちの “物語”になりますように。どうぞよろしくお願いします。　　 　　　 　　　 細川 洋平

kotoba

Staff

はるかユーフォリアと、夜明けについて―― 私が話したいのは、そういうことです
たとえばヒーローやヴィランそれぞれがかかえた、それはわかった上で、私はお聞きしたい、結局、善は勝つのですか、
それはどこにあるのですか、どこかにないといけませんか、どこにだってありませんか、
過ぎ去った狂騒とまだ訪れる予感もない黎明、引き剥がされ生まれた空白の中で、私はあなたと話がしたい、

ほろびてによる、拒絶と否定を巡る思索劇
イロドリながら、あでな／／いある、を模索する。戯れるように。


